
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）44．219p220（1991）

ポリオキシン及びイプロジオン剤耐性リンゴ斑点落葉病菌の発生状況
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1　は　じ　め　に

虫近，秋田県ではリンゴ斑点落葉病が多発傾向を示して

いる。特に，本稿に対し雁病性の高い‘王林’やデリシャ

ス系品種などでは著しい被害を受け，実害が生じている。

このような状況の中で，現地においては本病に特効的な

ポリオキシン剤あるいはイプロジオン剤を使用する場面が

多くなり．それに伴い防除効果の面で疑問視される場合が

多々観察されるようになった■・2’。

そこで．秋田県南部を中心に，両剤の耐惟薗発生の実態

を把握するとともに．薬剤選択の際の参考とするため耐惟

菌検定を行ったのでその結果について報告する。

2　拭　験　方　法

（1）耐性菌検定方法

l）供試菌株

1990年7月4日～9月7日の期間に，発病糞を30園地か

ら採取し，常法に従って組織分離した南棟を検定に供試し

た。分離菌株の培養はPSA培地を用い，25℃．暗条件下

で行った。

2）検定方法

PSA培地で5～7日間，25℃，暗条件下で培毒した薗

そう周縁から，径5mmの含函寒天を抜き取り反転して検

定用培地に置床した。

ポリオキシン剤耐性検定用培地は．ポリオキシンAL水

和剤を用いて調製し，ポリオキシン含有星を0，10，100，

400ppmの各濃度とした。

イプロジオン剤耐性検定用培地は，ロブラール水和剤を

用いて調製し．イプロジオン含有量を0，100ppmの各濃

度とした。

なお，両剤とも基本培地はPSA培地を用いた。

耐性菌と感受性繭の判定は，25℃，暗条件下で2日間培

養後に．検定用培地への菌糸伸長の有無を判別することに

よって行った。

（2）ポリオキシン及びイプロジオン剤の使用状況

1986～1990年の5か年間のポリオキシン及びイプロジオ

ン剤の使用状況を，共同防除組合組織の散布実績をもとに

調査した。

3　試験結果及び考察

11）耐性繭検定結果

1）ポリオキシン剤耐件繭

検定結果は，表1のとおりである。ポリオキシンのMI

C値100ppm以上を示す薗株は．調査対象30園地lfl25匪l地

で検出され．またMIC植400ppm以上を示す南棟は18閑

地で検出された。以卜の結果から，ポリオキシン剤耐性菌

が広範囲に発生していることが判明し，本則の防除効果の

低下が耐性菌の発生に起関するものと考えられた。

ポリオキシン剤の使用可吾のH安として，MI C値100

ppm以上の薗株検出率20％以Lで使用ネ可とすると，調

轟対象30園地巾8陸l地でポリオキシン刑の使用が不可と判

定された。

したがって，ポリオキシン剤の使用にあたっては防除効
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巣の点を十分に検討し，耐性菌発生による効力低下と判断

される場合は．ポリオキシン剤の使用を停止する必要があ

ると思われた。

2）イプロジオン剤耐性菌

検定結果は，表1のとおりである。イプロジオンのMI

C値100ppm以上を示す薗株は．調査対象30園地中6園地

で検出され，徐々にイプロジオン剤耐性菌の発生地域が拡

大していることが確認された。しかし，これらの閑地のイ

プロジオン剤耐性菌率は全般に低く了現段階では全ての園

地でイプロジオン剤の使用が可能と判断された。

（2）ポリオキシン及びイプロジオン剤の使用状況

1986年以降のポリオキシン剤の使用状弧こついてみると，

表2のとおり1989年以降の使用増加が現著であり，特に斑

点落葉病が多発した1990年の使用が多くなっている。

一一・万，イプロジオン剤の使用は∴調杏対象の共同防除組

合では1989年まで未使用であり，1990年に使用が見られた。

以卜のように，ポリオキシン及びイプロジオン剤の使用

が増加した原因のひとつとして，安定した保護効果を示す

薬剤の欠除があげられる。秋凹県では，1987年まで夏期病

苦の総合防除剤としてダイホルタン水和剤が広範囲に使用

されていたが．登録失効に伴ない1988年以降は他の保護剤

に切り替えられてきた経緯がある。ダイホルタン水和剤は

残効に優れ，防除効果が高かったため，斑点落黄病の防除

もこの薬剤の使用によりはぼ可能であり，表2のとおりポ

リオキシン剤やイプロジオン剤の使用は極めて限られたも

のであった。そのため，斑点落重病の耐性菌もそれほど大

きく問題化することはなかったが，最近の保護効果に優れ

る薬剤の欠除は，ポリオキシン及びイプロジオン剤の使用

義2　ポリオキシン及びイプロジオン剤の使用状況

年度 調 査
共防数

殺菌剤使用　 ポリオキシン剤　 イプロジオン剤
回数（総計） 使用回数（総計）使用回数（総計）

（％）　　　　 （％）

1986 29 293　　　　　 4 （1．4 ）　　　　 0

1987 42 456　　　　　 8 （1．8 ）　　　　 0

Ⅰ988 28 282　　　　　 7 （2．5 ）　　　　 0

1989 32 374　　　 12 （3．2 ）　　　　 0

1990 38 512　　　　 24 （4．7 ）　　　　 4 （0．8 ）

を増加させ，それと同時に両剤の耐性菌の発生を助長した

ものと思われた。

4　ま　　と　　め

リンゴ斑点落彙病菌の薬剤耐性検定を実施した結果，ポ

リオキシン剤耐性菌の発生が広範囲に拡大していることが

明らかになった。ポリオキシン剤の防除効果が不十分な場

合は，耐性菌率が高まっている可能性が高いので使用を停

止する。その場合．まだ耐性菌の発生が拡大していないイ

プロジオン剤の使用が有効である。

イプロジオン剤耐性菌の発生も拡大傾向にあるので連用

は避け，適正使用に努める。

ポリオキシン及びイプロジオン剤の使用は，保護防除剤

との混用を前提とし，連用を避けることが大切である。
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